
（別紙４）

～ R7年　2月　15日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ R7年　2月　15日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ R7年　2月　15日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

同じように訪問を行える職員の増員を図ることを研修等を行

いながら検討していきたい。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

支援時間や営業時間の延長を検討したり、ニーズによっては

職員の増員も図っていく

2

個人情報に留意しながら、客観的指標を用いて効果判定を残

していく。

3

○事業所名 TOIROAD⁺岡山校

○保護者評価実施期間 R7年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

R7年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R7年　2月　1日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

営業時間の兼ね合いで訪問の日程調整等でお手間をおかけする

ことがある。

訪問が出来る職員や時間が限定されているので、教育機関の時

程に寄り添った対応が完全には出来なかった。

訪問支援を実施した後の効果判定を客観的指標などで見える形

で残すことが出来ていない。

訪問支援のサービス提供を行うということに一生懸命になって

おり、このサービスを普及させて行くことにかける時間の確保

が難しい。

経験のある職員が訪問の対応をしており、専門性の高いご提案

等が出来ること。

訪問前には訪問先のHPにて理念等の確認や事前訪問の際に先

生方が目標にされていることの確認などに時間を割くようにし

ている。

本人や家族の移行もそうであるが、教育機関の皆様と一緒に考

えて実践をしていくというプロセスを大切にしている。

事業所における自己評価総括表公表


